
Excel による汚染土壌の除染領域と線量低減効果の検討

・核種は、Cs-137が100%とし、1m×1mの真ん中にあるものとしています。

・汚染領域は、200m×200mとし、計算範囲は約四分の一の（100m+1m）×（100m+1m）としています。

・空気による減衰は考慮していません。線量低減効果を計算する際には、相殺されます。

 除染後汚染密度 1.00 MB/m2 除染領域 線量低減効果

 除染後汚染密度 0.00 MB/m2 （半径） 除染講習会資料 xls-hashimoto

 除染領域（半径） 28.50 m 1 m     10.00 %   10.11 %   

 除染領域（横） m 5.5 m     50.00 %   36.74 %   

 除染領域（縦） m 11.5 m     70.00 %   52.00 %   

28.5 m     90.00 %   71.04 %   

 測定高さ 1.00 m

 時間 1.00 hr

 除染前線量率 2.31 μSv/hr

 除染後線量率 0.67 μSv/hr

 低減効果 xls-hashimoto 71.04 %減

 低減効果 除染講習会資料 90.50 %減（近似曲線値）

 実効線量率定数 Cs-137 0.0779 μSv･m2･MBq-1･hr-1
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y = 24.059Ln(x) + 9.9082

R2 = 0.9992
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